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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
三
原
市
は
本
年
、
平
成
17
年
３
月
の
一
市
三
町
の
合
併
か
ら
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
４
月
に
は
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
予
定
し
て
お
り
、
市
全
体
で
喜
び
を

分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
す

る
機
会
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
年
後
の
平
成
29
年
に
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
三
原
城
が
、
築
城
か
ら
４

５
０
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
を
あ
げ
た
長
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
か
ら

「
瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業
」を
本
格
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に

は
、
こ
れ
を
機
会
に
市
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
郷
土
三
原
へ

の
愛
着
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
け
る
事
業
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
末
に
は
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
が
全
線
開
通
し
、
陸
海
空
の
交

通
結
節
機
能
を
持
つ
全
国
で
も
稀
な
市
の
特
性
が
、
一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
交
通
利
便
性
に
加
え
、
温
暖
な
気
候
、
災
害
の
少
な
い
地

域
性
な
ど
、
本
市
の
優
位
性
を
内
外
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
人
的
資
源

を
呼
び
込
み
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
隣
市
町
と
と
も
に
、
本
市
と
関
わ
り
の
深
い
自
治
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
地
方
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のごあいさつ

　三原市長

天  満  祥  典
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
市
議
会
活
動
に
対
し
て
温
か
い
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
税
収
減
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
少

子
化
に
よ
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
へ
の
対
応
、
新
庁
舎
建
設
、
駅
前
東
館
跡
地
活
用
な
ど

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
山
積
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
共
通
の
認
識
に

立
っ
て
議
論
を
尽
く
し
、
そ
の
中
で
最
大
公
約
数
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
、
市
行
政
を
監
視
す
る
機
能
と
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
政
策
の
立
案
・
提
言
機
能
を
発
揮
し
、
本
市
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
積
極
的
な
情
報
の
公
開
や
発
信
を
行
い
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、議
員
は
市
民
か
ら
の
厳
粛
な
信
託
を
受
け
た
市
民
全
体
の
代
表
者
お
よ

び
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
三
原
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、
自
ら

の
行
動
を
厳
し
く
律
し
、も
っ
て
清
廉
か
つ
公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、今
後
と
も
市
民
の
皆
様
か
ら
幅
広
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　三原市議会議長

分  野  達  見

円一町一丁目から撮影
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田上颯
はや
乃
の
 さん（久井町羽倉）

　５歳から始めた空手で全国大会
にも出場しています。得意技は“蹴
り”です。今年こそは全国ベスト
８に入りたい！

﨑谷恵
けいごう
剛 さん（宮浦一丁目）

　おととしから始めた山登り。昨
年は 10回登りました。自然と触
れ合い、人との出会いを大切に
中国百名山を制覇したいです。

実広 ミチ子 さん（大和町篠）
　週１回のデイサービスで、気
心の知れた仲間と会うのが楽し
み。家族や周りの人に支えられ、
長生きできたことに感謝。

德井淸子 さん（大和町和木）
　子どもたちが夢を持てるよう
な明るい未来へ。犯罪のない安
心して過ごせる社会を願ってい
ます。

今年で
12 歳

今年で
96 歳

嶋本 奈緒子 さん（本郷北三丁目）
　長期出張へ行っていた夫が２
年ぶりに帰ってきます。家族み
んなが変わりなく１年を過ごせ
ますように。

前石敏克 さん（久井町吉田）
　新たに家族が増え、ますます
仕事に力が入ります。２月には国
家資格の試験が控えているので、
合格めざして勉強します。

今年で
60 歳

今年で
72 歳今年で

36 歳

今年で
48 歳

年
男･
年
女

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　新年を迎え、気持ちも新たに希望
と期待に胸がふくらみます。皆さんは 
この１年をどんな年にしたいですか。
　今年は未

ひつじ
年。今月号では、16人の

年男・年女の皆さんの抱負を笑顔と
ともに紹介します。
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別府智弘 さん（本郷南三丁目）　
　思いついたら、ふらっと旅に出るの
が好きです。週末も愛車でドライブし
ています。旅先で、知らない事を知り、
見たことのない物を見てみたい。

上田穂波 さん（大和町大草）
　仕事に趣味に忙しい日々。転職
して、新しい職場で頑張っていま
す。まだまだ新米だけど、早く仕
事を覚えて一人前になりたいな。

山田星
せ な
那 君（幸崎能地一丁目）　

　とにかく運動が大好き。少年
野球チームではキャッチャーで
キャプテンです。みんなで力を
合わせて、大会で優勝するぞ！

橋詰恒厚 さん（久井町羽倉）
　週２回のグラウンドゴルフ、
練習後の仲間との語らいは楽し
みの1つ。スコアは気にせず、元
気で長く続けていきたい。

松本 亜紀子 さん（中之町八丁目）、
金本幸治 さん（宮浦五丁目）　
　ともにバスケットボールを楽しむ仲間です。現
状に満足して立ち止まることがないように何事も
向上心を持って取り組みます。

行久勝裕 さん・優
ひろ
斗
と
 君（大和町下徳良）

　コースの大半が砂漠というメキシコバハで毎年
行われるレースに再チャレンジ。２年後の記念大
会は距離も倍の 2000 マイル（約 3200 ｋｍ）と
なる見込み。過酷なコースをバイクで走破したい。

今年で
24 歳

今年で
24 歳

野村早子 さん（久井町山中野）　
　単身赴任だった夫が退職し、一緒
に生活できる日々に幸せを感じてい
ます。全国各地へ旅行に行き、２人
の時間を大切にしたいです。

今年で
60 歳

築島正彦 さん（本郷南六丁目）　
　老人大学で俳句を学んで５年。
何気ない景色も少し見方が変
わってきたような。老大の仲間に
も刺激を受けながら、切磋琢磨。

今年で
72 歳

今年で
12 歳

今年で
84 歳

今年で
48 歳

今年で
36 歳

今年で
12 歳
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市政フラッシュ

郵
便
局
と

見
守
り
協
定
を
締
結

新
た
な
救
助
工
作
車
を

配
備

公
安
委
員
会
指
定
１
周
年

三
原
自
動
車
学
校
で
式
典

　
単
身
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

す
る
中
、
見
守
り
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　
市
は
、
市
内
27
郵
便
局
と
地
域
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
を
11
月
20
日
に
締
結
し
ま

し
た
。
郵
便
局
員
が
配
達
業
務
中
な
ど
に
、

郵
便
物
や
新
聞
が
郵
便
受
け
に
入
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
異
変
に
気
付
い
た
と

き
は
、
速
や
か
に
市
へ
連
絡
し
、
市
は
早
期

に
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

　
締
結
式
で
は
、
天
満
市
長
と
郵
便
局
を
代

表
し
て
三
原
郵
便
局
局
長
の
本
松
英
治
さ
ん

が
締
結
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
天
満
市
長
は

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
一
助
に

な
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
。本
松
局
長
は「
地
域
に
密
着
し
た
郵
便
局

と
し
て
見
守
り
活
動
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
先
月
12
日
、
市
消
防
署
本
署
に
新
た
に
配

備
し
た
救
助
工
作
車
の
就
役
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
救
助
工
作
車
は
、
事
故
や
災
害
な
ど
の
救

助
現
場
に
出
動
す
る
消
防
救
助
車
両
の
一

つ
。
国
道
２
号
や
山
陽
自
動
車
道
な
ど
の
交

通
量
の
多
い
幹
線
道
路
が
通
る
市
で
は
、
交

通
事
故
現
場
へ
の
出
動
が
大
半
を
占
め
、
車

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
助
す
る
場
面
な

ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
年
間
80

回
程
度
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
救
助
１
号
車
と
命
名
さ
れ
た
新
し
い
救
助

工
作
車
は
、
無
線
で
遠
隔
操
作
で
き
る
ク

レ
ー
ン
と
ウ
イ
ン
チ
を
装
備
。
操
作
す
る
救

助
隊
員
は
、
現
場
を
確
認
し
な
が
ら
、
崖
下

に
転
落
し
た
人
を
吊
り
上
げ
て
助
け
た
り
、

事
故
で
動
か
な
く
な
っ
た
車
両
を
移
動
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
作
す
る
ジ
ャ
ッ

キ
や
切
断
機
な
ど
最
新
の
資
器
材
を
搭
載
し
、

よ
り
迅
速
に
救
助
活
動
が
行
え
ま
す
。
車
両

の
更
新
は
23
年
ぶ
り
で
、
約
１
億
１
４
０
０

万
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

　
市
消
防
で
は
新
車
両
の
導
入
と
と
も
に
、

隊
員
の
救
助
技
術
向
上
に
も
努
め
、
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
備
え
て
い
き
ま

す
。

　
県
公
安
委
員
会
指
定
の
三
原
自
動
車
学
校

で
先
月
12
日
、
指
定
１
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
天
満
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
50

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
同
校
代
表
の
坪
内
孝
道
さ
ん
が

「
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
動
車
学
校
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
市
長
が

「
市
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
以
降
、
市
内
に
は
自
動
車

学
校
が
な
い
不
便
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
７
月
に
小
泉
町
に
同
校
が
開
校
、

平
成
25
年
12
月
に
県
公
安
委
員
会
の
指
定
を

受
け
、実
技
試
験
も
免
除
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
敷
地
面
積
は
、約
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

コ
ー
ス
敷
地
面
積
は
約
１
万
１
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
開
校
後
約
1
４
０
０
人
が
高
齢

者
講
習
を
受
講
し
、
指
定
を
受
け
て
か
ら
の

１
年
間
で
約
１
７
０
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
再
び
設
置
さ
れ
た
自
動
車
学
校
を

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
５

問
政
策
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
９

問
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
４

�問い合わせ先

▲�協定締結後握手をする本松三原郵便局長と
天満市長

▲�真新しいコースが広がる三原自動車学校

▲
�

ク
レ
ー
ン
や
ウ
イ
ン
チ
な
ど
、最
新
装
備
を
備

え
た
救
助
１
号
車
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�問い合わせ先

　
市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭
和
40
年
の
建
設
か

ら
49
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
現
庁
舎
は
、

建
物
の
耐
震
性
の
不
足
、本
庁
機
能
の
分
散
、

駐
車
場
の
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
庁
舎
の
整
備
方
針
を
検
討
す

る
た
め
、
昨
年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
５
月
に
各
種

団
体
の
委
員
、
学
識
経
験
者
な
ど
11
人
で
構

成
す
る
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
昨
年
６
月
に
庁
舎
整
備
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、調
査・検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
は
平
成

31
年
度
ま
で
に
現
在
地
で
新
庁
舎
を
建
設
す

る
方
針
を
定
め
、
今
年
７
月
頃
ま
で
に
、
新

庁
舎
の
機
能
や
規
模
な
ど
の
考
え
方
を
ま
と

め
た
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
、
新
庁
舎
の
機
能
な
ど

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
み
は
ら
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
庁
舎
は
、各
種
申
請・届
け
出
な
ど
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
加
え
て
、
災
害
発
生
時

な
ど
に
災
害
対
策
本
部（
災
害
に
関
す
る
情

報
の
収
集
、
対
策
の
決
定・実
施・周
知
な
ど

を
総
括
す
る
機
関
）が
設
置
さ
れ
、市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
建
設
は
平
成
16
年
に
策
定
し
た

新
市
建
設
計
画
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、国
か
ら
の
財
政
支
援
の
あ
る
期
間
内（
平

成
31
年
度
ま
で
）に
建
て
替
え
る
こ
と
が
、将

来
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

安
全
で
使
い
や
す
い
庁
舎
を
め
ざ
し
て

新
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
づ
く
り
を
始
め
ま
す

▲�委託業者が作成した新庁舎イメージの一つ

問
総
務
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
２

 

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
策
定
へ

 

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

■本庁舎の耐震診断結果（平成25年度実施）

■本庁舎の整備方針に関する意見

新
庁
舎
建
設
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

本 　 庁 議 会 棟
耐震性を示す指標（Is値）※１
　東西方向 0.22 ～0.35 0.05 ～0.45
　南北方向 0.24 ～0.62 0.07 ～0.54
コンクリートの状況
　圧縮強度（N/m㎡）※２ 18.7 ～22.0 16.9 ～21.8 
　中性化深さ（mm）※３ 平均 6.9　最大35.0 平均 9.2　最大46.3

庁舎整備検討委員会
（昨年８月28日）

市議会庁舎整備調査特別委員会
（昨年11月27日）

　庁舎整備検討委員会から市長に対
し、「合併特例債を活用して早急に建て
替え、防災拠点機能の確保を図ること
が望ましい」という意見書が提出され
ました。

　市議会本会議で行われた庁舎整備調
査特別委員会の中間報告では、「現在地
において本庁舎を建設する案を支持す
る意見が大勢を占めた」という内容が
報告されています。

※１　Is値0.3を下回ると、震度６以上の地震で倒壊または崩壊の危険性が高い。
※２　コンクリートの設計基準強度は17.6N/m㎡。
※３　中性化深さが30mmに達すると鉄筋の腐食が始まる。

平
成
26
～
27
年
度	

基
本
計
画
の
策
定

平
成
27
～
28
年
度	

基
本・実
施
設
計
の
実
施

平
成
29
～
31
年
度	

建
設
工
事・移
転
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有
料
指
定
袋
制
度
導
入
後
の

ご
み
の
排
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
環
境
管
理
課　

　
☎
０
８
４
８・63・１
２
１
０

（
１
）ご
み
の
総
排
出
量

　
総
排
出
量
は
、
平
成
24
年
度
と
比
べ
て
約

６
％
減
り
ま
し
た
が
、
市
民
１
人
当
た
り
の

平
均
排
出
量
は
１
日
９
６
４
グ
ラ
ム
で
、
県

内
の
平
均
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
２
）家
庭
ご
み

　
家
庭
か
ら
出
る
も
や
す
ご
み
の
量
は
、
平

成
24
年
度
と
比
べ
て
約
12
％
減
り
、
家
庭
ご

み
全
体
の
量
も
約
11
％
減
り
ま
し
た
。

（
１
）ご
み
処
理
歳
入

　
平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
歳
入

は
、
約
１
億
８
６
０
０
万
円
で
し
た
。
こ
の

う
ち
半
分
以
上
は
事
業
系
ご
み
を
処
理
す
る

手
数
料
で
、
家
庭
系
ご
み
を
処
理
す
る
手
数

料
は
４
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）ご
み
処
理
経
費

　
年
間
の
ご
み
処
理
経
費
は
、
５
年
間
の
平

均
で
11
億
５
６
１
７
万
円
で
、
市
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
１
１
４
８
３
円
で
す
。

処
理
経
費
に
は
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費

や
収
集
運
搬
委
託
費
な
ど
が
含
ま
れ
、
平
成

25
年
度
は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
修
繕
費
や

維
持
管
理
費
が
増
加
し
た
た
め
、
全
体
の
処

理
経
費
が
前
年
よ
り
増
え
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
８
割
以
上
を
占
め
る
も
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、
排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、

平
成
25
年
４
月
に
も
や
す
ご
み
指
定
袋
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
家
庭
か
ら
出
る

も
や
す
ご
み
の
量
は
、
平
成
24
年
度
と
比
べ
て
約
12
％
減
り
ま
し
た
。

　
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化
は
、
環
境
保
護・省
エ
ネ
ル
ギ
ー・地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
美
し

い
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
排
出
状
況

ご
み
処
理
の
歳
入
と
処
理
経
費

1

2

30,000

33,000

36,000

39,000

42,000

45,000
（トン） （ｇ）

総排出量

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

0
200

400

600

800

1,000

1,200

国民1人当たり
平均排出量
（1日）

県民1人当たり
平均排出量
（1日）

市民1人当たり
平均排出量
（1日）

▲

◆

■

■■■ ■
◆ ◆ ◆ ◆

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

41,149
39,970 38,591 37,580

35,088

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

大型ごみ

資源化ごみ

もやさないごみ

もやすごみ平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

（トン）

19,174 17,487 17,088 16,638 14,586

雑入ほか　165千円
国庫補助金　2,005千円
県補助金
　2,226千円

もやすごみ指定袋など
手数料（家庭系ごみ）81,220千円

一般廃棄物
処理手数料
（事業系ごみ）
　100,485千円

平成25年度
ごみ処理歳入
186,101千円

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
（百万円）

処理経費

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
（円）

市民1人当たり
の処理経費1,206

11,837

1,365
1,019 977

1,212

13,522
10,168

9,716

12,172
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資
源
化
ご
み
の
日
、
も
や
さ
な
い
ご
み
の

日
に
回
収
し
た
再
生
利
用
で
き
る
ご
み
は
、

不
燃
物
処
理
工
場
で
選
別
処
理
を
し
た
後
、

品
目
ご
と
に
売
却
さ
れ
る
か
、指
定
法
人（
※
）

へ
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
へ
引
き
渡
さ
れ
、

新
た
な
製
品
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

　
資
源
の
有
効
活
用
と
品
質
確
保
の
た
め
、

今
後
も
ご
み
の
分
別
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
リ
サ

イ
ク
ル
業
務
を
行
う
法
人
で
、
市
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
引
き
渡
し
、
処
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
ご
み
の
排

出
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
市
民
１
人
当
た

り
の
平
均
排
出
量
は
、
県
と
全
国
の
平
均
を

上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
処
理
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温

室
効
果
ガ
ス
も
発
生
し
ま
す
。
少
し
で
も
ご

み
を
減
ら
す
た
め
、
自
分
で
買
い
物
袋
を
用

意
す
る
、
で
き
る
限
り
詰
め
替
え
商
品
を
選

択
す
る
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
利
用
す
る
な

ど
、
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆買い物にはマイバッグを持って行く
◆生ごみを出すときは水をよく切る
◆過剰包装を断る
◆利用しないブックカバーは断る
◆ 弁当などを買うときは割り箸、スプーンなどはも
らわず、自分の物を使う など

◆詰め替えできる商品を選ぶ
◆繰り返し使える容器を利用する
◆ 着なくなった衣類や不要な家具を必要な人に使
ってもらう
◆買うときに長く使えるものを選ぶ など

◆生ごみ処理容器を使って生ごみを堆肥にする
◆地域の資源集団回収に参加する
◆ スーパーなどの店頭回収（食品トレー・ペットボ
トルなど）を利用する
◆リサイクル製品を購入する など

【ごみ減量化のヒント（例えば）】

回
収
し
た
資
源
ご
み
の
ゆ
く
え

ご
み
の
減
量・再
利
用・再
生
利
用
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

3

4
ごみに

なるものを
減らす
（減量）

できるだけ
再利用する
（再利用）

もう一度
資源として
利用する

（再生利用）

種類 品目 中間処理
（不燃物処理工場） 資源物の売却・処理 リサイクル品の製造

（メーカー）

資
源
化
ご
み

ペットボトル 【
異
物
の
除
去
、
選
別・圧
縮
作
業
】

ペットボトル

指定法人へ
引き渡し
(処理委託)

ペットボトル・
繊維・シートなど

プラスチック
製容器包装

プラスチック
製容器包装

再生樹脂・
プランター・
パレットなど

かん類 アルミ缶など 資源回収業者
へ売却

アルミ缶・
建築用鋼材など

も
や
さ
な
い
ご
み

びん類

【
異
物
の
除
去
、
選
別・袋
詰
め
作
業
】

ガラスびん
指定法人へ
引き渡し
(処理委託)

ガラスびん・
ガラス繊維など

金属類 金属類 資源回収業者
へ売却

ステンレス製品・
鉄製品など
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い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
医
療
費
の
う

ち
、
次
の
①
～
③
の
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

自
己
負
担
分
を
除
い
た
金
額
が
、
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
、
医
療
費
を

全
額
支
払
っ
た
と
き

②�

医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
補
装
具
代
が
か
か
っ
た
と
き

③�

海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と

き（
治
療
目
的
の
渡
航
は
除
く
）

申�

請
場
所　
保
険
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳
、
領

収
書
、
診
療
報
酬
明
細
書（
①
③
の
み
）、

医
師
の
診
断
書・装
着
証
明
書（
②
の
み
）、

パ
ス
ポ
ー
ト（
③
の
み
）、日
本
語
に
翻
訳
し

た
領
収
書
と
診
療
報
酬
明
細
書（
③
の
み
）

　
保
険
証
が
使
え
る
の
は
次
の
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。

①�

柔
道
整
復　
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
脱
臼
な
ど

外
傷
性
の
け
が
の
と
き

②�

鍼
灸　
慢
性
病
で
医
師
に
よ
る
適
当
な
治

療
手
段
の
な
い
も
の（
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
、
頚
腕
症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、

頚
椎
捻
挫
後
遺
症
な
ど
）で
、医
師
の
同
意

が
あ
る
と
き

③�

マ
ッ
サ
ー
ジ　
筋
ま
ひ
、
関
節
拘
縮
な
ど

で
、
医
療
上
必
要
と
医
師
が
認
め
た
と
き

※
柔
道
整
復
や
鍼
灸
施
術
は
、
医
療
機
関
で

同
時
期
に
同
じ
疾
患
で
治
療
を
受
け
て
い
る

場
合
、
保
険
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
施
術
所
の

先
生
の
質
問
に
は
き
ち
ん
と
答
え
る
な
ど
、

正
し
い
受
診
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り

け
が
を
し
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

賠
償
が
遅
れ
た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

事
故
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
警
察
へ
届
け

出
る

●�

保
険
医
療
課
に
連
絡
し
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
」を
提
出
す
る

●�

相
手（
加
害
者
）か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
無
断
で
示
談
を
済
ま
せ
た
り
し
な

い
　
次
の
①
～
③
な
ど
の
理
由
で
、
入
院
な
ど

の
治
療
費
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
す
れ
ば
支
払
う
医
療
費
が
３
カ
月
間
軽

減
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
険
医
療
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

地
震
、
火
災
な
ど
の
災
害
で
、
心
身
や
資

産
な
ど
に
重
大
な
損
害
が
生
じ
た

②�

事
業
の
休
廃
止
ま
た
は
倒
産
で
、
収
入
が

前
年
の
２
分
の
１
以
下
に
減
少
し
た

③�

干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
の
災
害
で
、
収
入
が

前
年
の
２
分
の
１
以
下
に
減
少
し
た

申
請
場
所　
保
険
医
療
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
前
年
と
今
年
の
収

入
が
分
か
る
物（
②
③
の
み
）

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

国保だより
 

◆
あ
ん
な
と
き・こ
ん
な
と
き

医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
と

き
　
～
療
養
費
の
支
給
～

柔
道
整
復（
整
骨
院
な
ど
）・鍼
灸・マ
ッ

サ
ー
ジ
に
か
か
る
と
き

治
療
費
の
支
払
い
が
一
時
的
に
、
著
し

く
苦
し
く
な
っ
た
と
き
　
～
一
部
負
担

金
減
免
の
届
け
出
～

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
　

～
第
三
者
行
為
に
よ
る
届
け
出
～

健康診査を受けましょう
〜今年度最後のバス健診です〜
●レディースデイ健診
と�　き　２月13日（金）９時～10時、３月13日（金）９時～10
時

ところ　リージョンプラザ
健診項目　乳がん・子宮頸がん・大腸がん検診
対　象　女性
●フルコース健診
と�　き　３月11日（水）・12日（木）８時30分～10時30分
ところ　リージョンプラザ
健�診項目　特定・基本・胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん・
乳がん・子宮頸がん・肝がん検診

申�し込み　１月16日（金）までに、持参、郵送またはファク
スで申込書（保健福祉課、各支所、各保健福祉センター、
各コミュニティセンターなどに用意）を保健福祉課（〒72　
3-0014城町一丁目２番１号☎0848・67・6053��0848・67・
5934）へ

※対象年齢や
料金など、詳
しくは申込書
を参照してく
ださい。

●２次元コードを読み取れば、電子申請もできます

▲スマートフォン用 ▲携帯電話用

託児付き
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募集しています�問い合わせ先

　パブリックコメントとは、計画案の段階で市民の皆さんの意見を募集し、それに対して市の考え方を公表す
るものです。

　市では、平成29年に三原城の築城から450年となるのを記念
し、「瀬戸内三原 築城450年事業」を推進しています。この事業
を市民の皆さんと一緒につくり上げるため、市民ミーティング
を開催します。
と　き　16日（金）18時30分～20時
ところ　ゆめきゃりあセンター（館町二丁目）
内�　容　①瀬戸内三原 築城450年事業の基本計画についての

意見交換②公式マスコットキャラクターデザイン募集の優秀
作品発表と最優秀作品を選ぶ一般投票
定　員　100人（先着順）

パブリックコメントを募集します（市民意見公募）

みんなで語ろう！ 
築城450年市民ミーティングの参加者を募集します

意見を募集する計画 障害者プラン 高齢者福祉計画・
介護保険事業計画

子ども・子育て支援
事業計画

地域公共交通網
形成計画

計画の概要 障害のある人が住み
慣れた地域でいきい
きとした生活を送る
ため、施策や障害福
祉サービスの円滑な
実施と確保を一体的
に定める計画

高齢者が住み慣れた
地域で安心して自分
らしく暮らせるとと
もに、介護保険制度
を円滑に運営できる
よう一体的に定める
計画

幼児期の教育・保育
の量的・質的確保、地
域における子ども・子
育て支援の充実など
を、総合的・計画的に
推進するための計画

地域における公共交
通の維持・活性化に
関する仕組みや施策、
事業を策定し、持続
可能な地域公共交通
体系を構築するため
の計画

計画の公表と
意見の提出期間 5日（月）～30日（金）

計画の公表場所 社会福祉課（市役所
本庁１階）

高齢者福祉課（市役
所本庁１階）

子育て支援課（市役
所本庁２階）

生活環境課（市役所
本庁４階）

各支所、情報公開コーナー（市役所本庁３階）、市ホームページ

意見を提出できる人 市内に在住・在勤・在学の人、または事業所がある個人・法人

意見の提出方法 意見書（各公表場所、市ホームページに用意）を持参、郵送、ファクスまたはＥメール

意見の提出先
【郵送先（各課共通）】
〒723-8601
港町三丁目５番１号
三原市役所

社会福祉課（☎0848・
67・6060�� 0848・64・
2130 fukushi@
city.mihara.hiroshi
ma.jp）、または各支所
へ 

高齢者福祉課（☎084　
8・67・6240�� 0848・
64・2130 kaigo@
city.mihara.hiroshi
ma.jp）、または各支所
へ

子育て支援課（☎084　
8・67・6045�� 0848・
64・2130 kosodate　
@city.mihara.hirosh
ima.jp）、または各支
所へ

生活環境課（☎0848・
67・6178�� 0848・67・
6164 seikatsukank
yo@city.mihara.hiro
shima.jp）、または各
支所へ

※意見に対する個別の回答は行いません。市ホームページなどで、提出された意見と市の考え方をまとめて
公表します。

問観光課　☎0848・67・6015

公式ロゴマーク
（三原城の石垣と
瀬戸内海の多島
美をモチーフに
デザイン）

▲
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イベント情報

11日（日）９時～
消防出初め式
と�ころ　本郷総合公園（下
北方一丁目）
内�　容　式典、救助工作車
披露、消防団放水競技
��消防本部警防課（☎08�
48・64・5924）

第14回みはら映画祭 リージョン映画のつどい

��リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

ところ　市民ギャラリー
（ペアシティ三原西館
2階）
内　容　昨年起こった重
要な出来事を報道写真
で振り返る
��文化課（☎0848・64・
9234）

三原駅前市民広場のイベント

内　容　市内業者が生産・加工した農水産物の販売

�商工会議所（☎0848・62・6155）

10日（土）８時～11時　軽トラ朝市

定　員　50店（申し込み先着順）
出店料　無料
申し込み　商工会議所へ

出店者の募集

出店料　1区画につき1,000円／日
申し込み　商工会議所へ出店者の募集

１月３日（土）・４日（日）９時～
１月31日（土）・２月１日（日）９時～   骨

こっとう
董市＆フリーマーケット

入�場料　1,800円（1,500円）、大学生1,500円（1,300
円）、3歳～高校生1,000円（800円）、60歳以上1,100
円、夫婦のどちらかが50歳以上�２人で2,200円
※（　）内は割引券持参の場合。
※障害者手帳を持参の人は1,000円。
割�引券設置場所　リージョンプラザ、ポポロ、うきしろ
ロビー、中央図書館、中央公民館、各文化センター、
フジグラン三原�ほか

ところ　リージョンプラザ　文化ホール

▼24日（土）：神山�征二郎監督作品の上映
　①10:30～12:25　「月光の夏」（1993年）
　②�13:15～　ゲストトーク「師�新藤兼
人監督を語る」／三原市ふるさと大
使　映画監督　神山�征二郎さん

　③�14:15～16:15　「救いたい」
（2014年）

入�場料　1,800円（1,400円）、大学生1,500円（1,000
円）、高校生以下1,000円、60歳以上1,100円、夫婦
のどちらかが50歳以上�２人で2,200円
※（　）内は前売り料金。
※前売り券ペア券2,200円。
※前売り券が完売した場合、当日券は販売しません。
前�売り券販売場所　文化課、リージョンプラザ、ポポロ、
中央公民館、各文化センター、うきしろロビー�ほか

▼25日（日）：新藤兼人監督作品の上映
　①10:30～12:40　「三文役者」（2000年）
　②�13:30～14:30　ゲストトーク「裸の島・永遠に」／
共同通信社編集委員　立花珠樹さん

　③14:30～16:15　「裸の島」（1960年）
��市民映画祭開催実行委員会事務局（文化課内☎084�
8・64・9234）

▶『救いたい』 ©2014「救いたい」製作委員会

入場料無料

入場料無料2014報道写真展
17日（土）～25日（日）10時～18時

24日（土）・25日（日） 17日（土）①10時30分～
　　　　 ②14時～
　　　　 ③18時30分～

23日（金）①10時30分～
　　　　 ②14時～
　　　　 ③18時30分～

 蜩
ひぐらし

ノ記 テルマエ・ロマエⅡ特別劇場
特別劇場

入場券販売中

神山 征二郎さん

▲

▲「広島土砂災害一カ月」
（中国新聞社）
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�問い合わせ先

２月22日（日）15時～

１月17日（土）～２月22日（日）９時30分～16時30分
※入園は15時30分まで。

２月１日（日）15時～

新しい音楽の風Ⅳ　Vol.2
小菅�優�＆�佐藤俊介�デュオ・リサイタル
ヨーロッパを拠点に世界と対峙する音楽家２人が
新しい音楽の風に登場

国営備北丘陵公園�冬咲きぼたん展

太鼓本舗かぶら屋
広島を拠点に海外でも活躍する太鼓本舗かぶら屋が
パワフルな和太鼓サウンドを届けます

内�　容　抜群のテクニックと美しい音色、強い集中力と
熱い情感で観客を魅了するピアニスト�小菅�優、高い
技術と豊かな音楽性でモダン、バロック両方の楽器を
弾きこなすバイオリニスト�佐藤俊介による二重奏
予�定曲　ストラビンスキー／イタリア組曲、シマノフス
キ／神話―３つの詩より�1.アレトゥーザの泉�op.�30、
ラベル／バイオリン・ソナタ�op.posth.�ほか
入場料　2,500円、高校生以下1,000円
※未就学児は入場できません。
販�売場所　ポポロ、ポポロオンライン、フジグラン三原�
ほか　
※高校生以下の券はポポロ、ポポロオンラインのみで販
売。

ところ　国営備北丘陵公園（庄原市三日市町）
内�　容　本来は４～５月に開花するボタンを、冬に咲く
よう開花時期を調整し、ひばの里「さとやま屋敷」に展
示。わらのコモをまとって、寒さに耐えて凛と咲く花
姿を見ることができる
入�場料　410円、65歳以上
210円、小・中学生80円、
小学生未満無料
��備北公園管理センター
（☎0824・72・7000）

予定曲　Rush�Beat、粋�ほか
入場料　1,000円
※未就学児は無料。
販�売場所　ポポロ、ポ
ポロオンライン

①１月20日（火）10時～16時②２月24日（火）10時～
16時③３月24日（火）9時30分～16時30分

18日（日）10時30分～15時

省エネマイスター養成講座
～知らないと損する省エネ技を知ろう～

医王山城跡の登山道整備

ところ　中央公民館
内�　容　小学校や地域で実施する出前講座で、家電の効
率的な使い方や環境家計簿の付け方などを指導できる
省エネマイスターの養成講座
講　師　環境カウンセラー　住田典子さん
定　員　15人（申し込み先着順）
※全３回に参加でき、受講後にボ
ランティアで講師活動ができる人。
受講料　無料
用�意する物　昼食、マイカップ、筆
記用具

ところ　集合：深小学校運動場
内　容　医王山城跡（深町）の登山道整備
定　員　15人（申し込み先着順）
参加費　無料
用�意する物　昼食、飲み物、軍手、
タオル、帽子、のこぎり・なた
（持っている人）

▲小菅 優
©Marco�Borggreve

▲佐藤俊介
©Gilles-Marie�Zimmermann

▶太鼓本舗かぶら屋

県内の観光情報

芸術文化センター ポポロみはらし環境会議
かんきょう会議浮城

入場券販売中

入場券販売中

�芸術文化センター�ポポロ（☎0848･81･0886）

申し込み　いずれも、みはらし環境会議事務局（生活環
境課内☎0848・67・6194）へ



凍結を防ぐには
　水道管に保温材（布
や毛布でも可）をビニー
ルテープで巻き付けま
しょう。
　メーターボックスの
中に、布や発泡スチロールを入れた
ビニール袋を入れて保温しましょう。
凍結してしまったら
　布をかぶせた上から、ぬるま湯を
ゆっくりかけて溶かしましょう。急
に熱湯をかけると、蛇口や水道管が
破裂することがあります。
蛇口や水道管が破裂したら
　止水栓を閉め、破損箇所に布や
テープなどを巻き付けて応急処置を
した後、指定工事事業者に修理を依
頼してください。
問�い合わせ先　水道部工務配水課
（☎0848・64・2294）
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配
布
開
始　
６
日（
火
）８
時
30
分
～

と
こ
ろ　
生
活
環
境

課（
市
役
所
本
庁

４
階
）

配
布
数　
３
０
０
枚

（
先
着
順
）

※
１
人
に
つ
き
１
枚

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
み
は
ら
し
環
境
会

議
事
務
局（
生
活
環
境
課
内
☎
０

８
４
８・67・６
１
９
４
）

　
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、

み
ん
な
で
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
消
防
訓
練

と
き　
17
日（
土
）10
時
～

と
こ
ろ　
徳
正
寺 （
大
和
町
大
草
）

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
署
大
和
出
張

所（
☎
０
８
４
７・33・０
１
１
９
）

①
農
林
業
セ
ン
サ
ス

調
査
期
間　
今
月
下
旬
～
２
月
上
旬

対
象　
農
林
業
を
営
む
農
家・法
人

②
家
計
調
査

内
容　
世
帯
の
収
支
を
６
カ
月
間
調

査（
単
身
者
は
３
カ
月
間
）

対
象　
宗
郷
三
丁
目
、
本
町
二・
三

丁
目
、
東
町
二
丁
目
の
無
作
為
に

選
ば
れ
た
世
帯

調
査
方
法　
い
ず
れ
も
調
査
員
が
訪

問
し
、
調
査
票
を
配
布･

回
収

※
調
査
員
は
、
顔
写
真
付
き
の
調
査

員
証
を
必
ず
携
帯
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
①
総
務
課（
☎
０

８
４
８・
67・
６
０
２
２
）②
広
島

県
統
計
課（
☎
０
８
２・
５
１
３・

２
５
３
４
）

テ
レ
ビ
番
組

｢

三
原
八
ッ
ピ
ー
旅
め
ぐ
り｣

放
送
日
時　
金
曜
日
21
時
54
分
～
22
時

※
２
日
は
23
時
24
分
か
ら
、
９
日
は

22
時
48
分
か
ら
。

放
送
局　
中
国
放
送（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
テ
レ
ビ
）

ラ
ジ
オ
番
組

｢

三
原
八
ッ
ピ
ー
中
継｣

放
送
日
時　
17
日（
土
）10
時
35
分
～

放
送
局　
中
国
放
送（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ラ
ジ
オ
）

問
い
合
わ
せ
先　
観
光
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
５
）

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し

て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
９
４
）

　
住
宅
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
新
築
の
戸
建
て
住
宅
は
、
中
間

検
査
が
必
要
で
す
。

※
中
間
検
査
制
度
の
適
用
期
間
を
平

成
29
年
12
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
居
住
以
外
の
用
途
を
含
む
も
の
は
、

対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
指
導
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
２
２
）

　
４
月
か
ら
ド
レ
ミ
園
が
市
の
認
可

を
受
け
て
、
小
規
模
保
育
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
入
園
希
望
の
人
は
、
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
で
保
育
必
要
量
の
認
定
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
名　
子
ど
も
サ
ロ
ン　
ド
レ
ミ

園
所
在
地　
宮
浦
三
丁
目
24
番
25
号　

西
陣
マ
ン
シ
ョ
ン
２
階

保
育
時
間　
７
時
30
分
～
18
時

延
長
保
育　
19
時
ま
で

対
象　
２
カ
月
～
２
歳
児

定
員　
19
人

※
一
時
預
か
り
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
０
４
２
）

掲示板
生活情報

水道管を寒さから守って

枯
れ
て
も“
落
ち
な
い
”葉
で
作
っ
た

合
格
祈
願
カ
ー
ド
を
無
料
配
布

節
電
で
地
球
温
暖
化
防
止
を

26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

統
計
調
査
に
協
力
を

新
築
の
戸
建
て
住
宅
に
は
、

中
間
検
査
を

４
月
か
ら
ド
レ
ミ
園
が

小
規
模
保
育
事
業
を
開
始

三
原
の
情
報
を
発
信
中



健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

と　き　31日（土）13時30分～15時
ところ　中央公民館
演　題　みんなイキイキ　つながる社会～地域の

女性リーダーを育成するために～
講　師　県立広島大学保健福祉学部 

准教授　狩谷明美さん
定　員　70人（先着順）
※希望者は直接会場へ。
問い合わせ先　人権推進課（☎0848・67・6044）

参加費 無料

15 広報みはら 平成 27 年１月号

市民企画の三原いきいきセミナー 市
有
地
を
販
売
し
ま
す

（
一
般
競
争
入
札
）

催
　
し

所
在
地　
久
井
町
羽
倉
字
宮
ケ
峠

３
５
４
番 
外
３
筆（
面
積
＝
１
万

１
，８
４
５･
18
㎡
）

受
付
期
間　
14
日（
水
）～
16
日（
金
） 

申
し
込
み
先　
管
財
課（
☎
０
８
４

８・67・６
０
１
２
）

主
な
改
正
点　

○
基
礎
控
除
額
の
引
き
下
げ

○
相
続
税
の
最
高
税
率
の
引
き
上
げ

○
特
定
居
住
用
宅
地
等
に
関
わ
る

特
例
の
適
用
対
象
面
積
の
拡
大

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、
音
声

案
内
の
後
、「
１
」を
選
択
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
税
務
署（
☎

０
８
４
８・62・３
１
３
１
）

①
佛
通
寺
と
雪
舟

と
き　
１
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　
吉
備
国
際
大
学
教
授　
守
安 

収
さ
ん

②
佛
通
寺
の
絵
画

と
き　
２
月
８
日（
日
）13
時
30
分
～

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　
広
島
市
立
大
学
准
教
授　
城

市 

真
理
子
さ
ん

定
員　
各
１
０
０
人（
申
し
込
み
先

着
順
）

受
講
料　
各
３
０
０
円

申
し
込
み
先　
文
化
課（
☎
０
８
４

８・64・９
２
３
４
）

と
き　
19
日（
月
）・22
日（
木
）・26
日

（
月
）・
29
日（
木
）13
時
～
16
時
、

24
日（
土
）・31
日（
土
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま
工
房（
港
町

一
丁
目
）

内
容　
土
台
作
り
か
ら
面
相
描
き
ま
で

※
面
相
描
き
の
み
も
で
き
ま
す
。

定
員　
各
８
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・63・１
４
８
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
推
進
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
４
）

と
き　
12
日（
月
）11
時
～
13
時

と
こ
ろ　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ

内
容　
第
１
部
＝
成
人
式
典
、
第
２

部
＝
新
成
人
を
祝
う
会

対
象　
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
介
助
が
必
要
な
人
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
以
外
の
人
も
観
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課（
☎

０
８
４
８・64・２
１
３
７
）

と
き　
２
月
１
日（
日
）９
時
30
分
～

16
時

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
邦
楽・
舞
踊・

器
楽
演
奏
な
ど
の

芸
能
発
表
と
作
品

展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・85・０

７
０
１
）

○
老
人
大
学
水
彩
画
コ
ー
ス
作
品
展

と
き　
８
日（
木
）～
14
日（
水
）９
時

～
17
時（
８
日
は
10
時
か
ら
、
14

日
は
16
時
ま
で
）

○
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会
公

開
練
習

と
き　
13
日（
火
）18
時
30
分
～

○
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト　

　
～
新
春
プ
チ
コ
ン
セ
ー
ル
～

と
き　
28
日（
水
）14
時
～　

○
老
人
大
学
写
真
コ
ー
ス
作
品
展

と
き　
１
月
30
日（
金
）～
２
月
５
日

（
木
）９
時
～
17
時（
30
日
は
10
時

か
ら
、
５
日
は
16
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

だ
る
ま
制
作
体
験
教
室

よ
っ
て
み
ん
さ
い
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
２
階
）

新
成
人
の
つ
ど
い（
成
人
式
）

文
化
財
講
演
会

小
学
生
の
人
権
書
道
作
品
展

ほ
ん
ご
う
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

相
続
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

と　き ところ
① １月９日（金）〜16
日（金）９時〜18時

くい文化セン
ター

②
１月19日（月）〜23
日（金）８時30分〜
17時15分

大和支所

③ ２月３日（火）〜８
日（日）９時〜18時

サン・シープラ
ザ４階

④
２月26日（木）〜3
月８日（日）９時〜
18時

本郷生涯学習
センター

※①②の最終日は、11時まで。



～�浮城三原城の面影と歴史文化
を巡り歩く～

と�　き　３日を除く毎週土曜日10
時30分～12時

と�ころ　集合:うきしろロビー（JR
三原駅構内）

コ�ース　JR三原駅隆景広場→三
原城絵図面→三原城天主台→
神明口→算木積→妙正寺登覧
画図→三原城舟入櫓→聖トマ
ス小崎像→一番櫓など

※希望する場所を案内します。
※希望者は直接集合場所へ。
問�い合わせ先　三原観光協会（☎

0848・67・5877）

参加費 無料

16平成 27 年１月号 広報みはら

募
　
集

と
き　
10
日（
土
）～
22
日（
木
）９
時

～
21
時

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
子
ど
も
の
虐
待
防
止･

戸
籍

の
不
正
取
得
防
止
の
パ
ネ
ル
展

問
い
合
わ
せ
先　
本
郷
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・86・３
３
３
３
）

と
き　
２
月
１
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ　
ゆ
め
き
ゃ
り
あ
セ
ン
タ
ー

（
館
町
二
丁
目
）

演
題　
平
成
26
年
８
月
広
島
土
砂
災

害
の
教
訓

講
師　
広
島
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　
柳
迫
長
三
さ
ん

定
員　
１
５
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
三
原
市
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局（
危
機
管
理
課
内

☎
０
８
４
８・67・６
０
６
６
）

と
き　
25
日（
日
）８
時
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド（
島
根

県
邑
智
郡
邑
南
町
）

対
象　
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

定
員　
45
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料（
昼
食
代･

レ
ン
タ
ル

料
金
は
実
費
）

申
し
込
み　
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
８
４
８・
63・
３
３
１

９
）

受
付
日
時　
２
月
２
日（
月
）～
４
日

（
水
）８
時
30
分
～
17
時

受
付
場
所　
堀
田・
誠
和
共
同
企
業

体
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
宮
浦
四

丁
目
）

募
集
住
宅　
空
き
が
生
じ
た
住
宅

※
資
料
は
、
26
日（
月
）か
ら
配
布
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
い
合
わ
せ
先　
堀
田・
誠
和
共
同

企
業
体
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
４
８・61・２
２
１
５
）

対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人

○
４
月
１
日
現
在
、高
等
学
校（
定
時

制
を
含
む
）か
、高
等
専
門
学
校
に

進
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
中
の
人

○
学
資
の
支
払
い

が
困
難
な
人

○
ほ
か
の
団
体
か

ら
奨
学
金
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
人

貸
付
期
間　
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間　

貸
付
金
額（
月
額
）　
国･

公
立
＝
１

万
３
千
円
、
私
立
＝
２
万
円

募
集
人
数　
20
人
程
度

※
審
査･

選
考
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み　
２
月
２
日（
月
）～
13
日

（
金
）に
、申
請
書（
各
中
学
校
、ま

た
は
学
校
教
育
課
に
用
意
）を
、①

進
学
予
定
の
人
は
中
学
校
②
在
学

中
の
人
は
学
校
教
育
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
５
４
）へ

任
用
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日

報
酬（
年
額
）　
３
６
，０
０
０
円

職
務
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
遊
び

の
教
室
の
開
催
な
ど

応
募
資
格　
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
20
歳
～
69
歳
の
人

勤
務
日
数　
月
５
日
程
度

応
募
方
法　
１
月
30
日（
金
）ま
で
に

保
健
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・

６
０
６
１
）へ

受
付
期
間　
15
日（
木
）～
30
日（
金
）

内
容　
①
東
部
共
同
調
理
場
②
西
部

共
同
調
理
場
へ
の
給
食
物
資
の
納
入

対
象　
市
内
の
業
者

申
し
込
み　
申
請
書（
各
調
理
場
に

用
意
）を
①
東
部
共
同
調
理
場（
☎

０
８
４
８・
68・
０
１
４
１
）②
西

部
共
同
調
理
場（
☎
０
８
４
８・86・

４
５
６
０
）へ

対
象　
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
～
20

歳
で
高
卒（
見
込
み
含
む
）の
人

受
付
期
間　
１
月
21
日（
水
）～
30
日

（
金
）（
必
着
）

１
次
試
験
日　
２
月
28
日（
土
）

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
尾
道
出
張

所（
☎
０
８
４
８・22・６
９
４
２
）

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

雪
山
で
遊
ぼ
う

防
災
講
演
会

高
校･

高
等
専
門
学
校
の
奨
学
生

母
子
保
健
推
進
委
員

県
営
住
宅
の
入
居
者

防
衛
大
学
校
生

給
食
物
資
の
納
入
業
者
登
録

地元ガイドとまち歩き
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講座名 と　き ところ 対象 定員 参加費 申込期限 申し込み先

手作り豆腐教室 10日（土）
9時30分～12時

久井南コミュニ
ティセンター

大人
20人 600円 ６日（火）

まで
久井南コミュニティセン
ター（☎0847・32・6316）

家庭でできるフラ
ンス料理パート２

15日（木）
9時30分～12時 神田公民館

各
15人

1,100円 ７日（水）
まで

大和文化センター
（☎0847・33・1115）

美文字に挑戦
書き初めレッスン

17日（土）
10時～11時30分

須波コミュニテ
ィセンター 小学生 無料 14日（水）

まで
須波コミュニティセンター
（☎0848・67・0512）

男性の基本料理 19日（月）
10時～14時

本郷生涯学習セ
ンター

大人
（男性） 12人 800円 15日（木）

まで
本郷コミュニティセンター
（☎0848・85・0701）

気功  入門講座 22日（木）
14時～16時

沼田東コミュニ
ティセンター 大人

各
16人

各
100円

20日（火）
まで

沼田東コミュニティセン
ター（☎0848・66・3179）

男性料理教室 24日（土）
10時～13時

幸崎コミュニテ
ィセンター

大人
（男性）

16日（金）
まで

幸崎コミュニティセンター
（☎0848・69・0001）

箱を布で装飾
カルトナージュの
世界へようこそ

26日（月）
13時～16時

中央公民館

大人

12人 1,420円 19日（月）
まで 中央公民館

（☎0848・64・2137）
タオルで作る
赤ちゃんへのおもちゃ

27日（火）
13時～15時 15人 400円 20日（火）

まで

忘れられない味
キムチ作り（全２回）

29日（木）９時30
分～12時、30日
（金）10時～16時

本郷生涯学習セ
ンター 15人

各
600円

23日（金）
まで

本郷生涯学習センター
（☎0848・85・0701）

手作りこんにゃく
教室

２月７日（土）
9時30分～12時

久井南コミュニ
ティセンター 20人 30日（金）

まで
久井南コミュニティセン
ター（☎0847・32・6316）

幸せなお菓子作り
（親子で手作りバレ
ンタイン）

２月11日（水）
13時～16時

宮浦コミュニテ
ィセンター

小・中
学生と
保護者

10組 600円 30日（金）
まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

各講座は、申し込み先着順です。申し込み受け付けは、５日（月）10時からです。生涯学習講座

図書館アラカルト
中央図書館（☎0848・62・3225）

●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　８日（木）11時～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　10日（土）・24日（土）14時～14時30分
※24日は手話通訳もあります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　16日（金）10時30分～11時、
11時15分～11時45分

●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　17日（土）10時30分～11時30分
●読書会
と　き　26日（月）13時30分～15時30分
内　容　『孔子』井上 靖/著

本郷図書館（☎0848・85・0703）
●こんぺいとう　おはなし会
と　き　17日（土）14時～14時30分

ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）
●おはなし会
と　き　６日（火）10時30分～11時、10日（土）・
24日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　24日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　土曜日10時30分～11時

おすすめ本

　図書館ってどんな所？本の見つ
け方は？利用方法や仕組みを楽し
く教えてくれる、図書館の取り扱
い説明書です。この本を読んで図
書館に足を運べば、新しい知識に
きっと出会えます。

『図書館のトリセツ』　　　　
福本 友美子・江口絵里/著
　スギヤマ カナヨ/絵

休館日　中央図書館＝１日（木）～４日（日）・12日（月）
　　　　本郷･久井･大和図書館＝火曜日、１日（木）～４日（日）・12日（月）



相
談
料　
無
料

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

　
国
民
健
康
保
険
で

は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後

発
）医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
、
自
己
負
担

の
削
減
額
が
大
き
い
人

へ
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

●
７
月
分
の
削
減
効
果

･

切
り
替
え
た
人
数　
３
，６
９
５
人

･�

削
減
さ
れ
た
金
額　
８
４
３
万
６
，

８
８
９
円

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
医
療
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
０
）

と
き　

９
日（
金
）10
時
～
11
時
30

分
、
12
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
フ
ジ
グ
ラ
ン
三
原（
円
一

町
一
丁
目
）

と
き　
15
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

定
員　
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
） 

申
し
込
み　
13
日（
火
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

６
１
）へ

と
き　
21
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
県
東
部
建
設
事
務
所
三
原

支
所（
円
一
町
二
丁
目
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み
先　
県
東
部
保
健
所（
☎

０
８
４
８・25・２
０
１
１
）

内
容　
健
診
結
果
の
相
談
、
食
生
活

相
談
、
血
圧
測
定
な
ど

相
談
料　
無
料

申
し
込
み　
各
実
施
場
所
へ

と
き　
20
日（
火
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
花
粉
症
な
ど
の

相
談

申
し
込
み
先　
県
東
部
保
健
所（
☎

０
８
４
８・25・４
６
４
１
）

と
き　
①
14
日（
水
）②
28
日（
水
）９

時
～
11
時
30
分
、15
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
エ
イ
ズ

に
関
す
る
相
談
な
ど（
匿
名
可
）

※
電
話
相
談
は
、
月
～
金
曜
日（
祝

と
き　
①
15
日（
木
）13
時
30
分
～
15

時
30
分
②
21
日（
水
）14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
①
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３

階
②
本
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容　
運
動
機
器
を
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
の
講
習

対
象　
65
歳
以
上
で
、
要
支
援･

要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

定
員　
各
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
８
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
４
階　
第
３

会
議
室

内
容　
介
護
相
談
員
に
よ
る
認
知
症

の
介
護･

生
活
支
援
の
相
談

定
員　
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

日
を
除
く
）８
時
30
分
～
17
時
。

申
し
込
み　
①
13
日（
火
）②
27
日

（
火
）ま
で
に
県
東
部
保
健
所（
☎

０
８
４
８・25・２
０
１
１
）へ

と
き　
23
日（
金
）10
時
～
13
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

対
象　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の

男
性
、
男
性
介
護
者

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
円

申
し
込
み　
19
日（
月
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・
63・

０
５
７
０
）へ

と　き ところ

16 日(金)13時
30分 〜16時

久井保健福祉センター
（☎0847・32・8551）

22日(木)13時15
分〜15時15分

サン・シープラザ
（☎0848・67・6053）

26日(月)13時15
分〜15時15分

大和保健福祉センター
（☎0847・34・0960）

18平成 27 年 1月号 広報みはら

ひろば
健康

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

健
康
相
談

エ
イ
ズ
相
談

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
相
談

献
血
に
協
力
を

男
性
の
料
理
教
室

ひ
き
こ
も
り
相
談

も
の
忘
れ
相
談

　昨年10月から、65歳の人の肺炎球菌ワクチンが定期
接種になりました。対象者は、その年度内に65歳にな
る人です。経過措置として、平成30年度までは、その
年度に70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100
歳になる人も対象、さらに今年度は101歳以上の人全員
も対象です。
　接種期間は、今年度が残り３カ月、来年度以降は１年
間限定なので、打ち忘れないように気をつけてください。
　肺炎球菌は、髄膜炎や敗血症などいろいろな病気を起
こす厄介な細菌で、特に肺炎は重症になりやすく、死亡
につながることもあります。ワクチンで免疫力を高めて
おきましょう。
　もちろんワクチンだけですべての肺炎が予防できるわ
けではありません。日頃から体力を保ち、抵抗力を高め
ることが大切です。禁煙する、歯磨きをして口腔内を清
潔に保つ、手洗い・うがい・マスク着用といった、風邪や
インフルエンザ対策も肺炎予防に効果的です。

肺炎球菌ワクチンを接種しましょう

大和診療所所長　藤家証一

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

よ
る
医
療
費
削
減
報
告

高
齢
者
向
け
運
動
機
器

利
用
の
た
め
の
講
習
会

大和診療所です
こ ん に ち は



子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば

　
と
き　
１
日・６
日
を
除
く
火・木
曜

日
10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
絵
本
や
遊

具
遊
び
、
子
育
て
相
談
な
ど　

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
20
日（
火
）10
時
30
分
～
11
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー

プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
母
子
保
健
推

進
委
員
に
よ
る
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
０
歳
児
と
そ

の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
１
日・６
日
を
除
く
火･

木
曜

日
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
相

談
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

対
象　
乳
幼
児
の
保
護
者

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
16
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階　

内
容　
離
乳
食
の
す
す
め
方
、
調
理

実
習
、
試
食
な
ど

対
象　
０
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

※
託
児
は
10
人
ま
で
可（
要
予
約
）。

申
し
込
み　
９
日（
金
）ま
で
に
保
健
福

祉
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
６
１
）へ

と
き　
19
日（
月
）10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対
象　
１
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
組（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
円

申
し
込
み　
16
日（
金
）ま
で
に
中
央
公

民
館（
☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７
）へ

①
15
日（
木
）14
時
～
15
時　
ぽ
ぽ
ら

（
宮
浦
六
丁
目
）

②
29
日（
木
）10
時
～
11
時　
本
郷
ひ

ま
わ
り
保
育
所（
下
北
方
一
丁
目
）

③
30
日（
金
）10
時
～
11
時　
の
ぞ
み

（
紅
梅
保
育
所
北
側
、西
野
三
丁
目
）

内
容　
身
体
測
定
、
育
児･

栄
養･

歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎
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応援
子育て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
相
談

年
始･

祝
日
の

小
児
科
救
急
当
番
医
院

子
育
て
応
援
相
談

子
育
て
支
援
サ
ロ
ン

離
乳
食
教
室

親
子
ス
ト
レ
ッ
チ

放課後児童クラブの入会児童を募集します

と き 医 療 機 関 名
１日（木） ９時〜12時、13時〜16時30分

三原赤十字病院（東町二丁目）
（☎0848・64・8111）

２日（金） ８時30分〜 17時30分
三原市医師会休日夜間急患診療所
（宮浦一丁目）（☎0848・67・7040）

３日（土） ９時〜12時、14時〜16時30分
興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

４日（日） ９時 〜 12時30分、14時〜16時
わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

12日（月）８時30分〜17時30分
三原市医師会休日夜間急患診療所
（宮浦一丁目）（☎0848・67・7040）

　放課後児童クラブとは、指導員や友達と遊び、宿
題をしながら保護者が帰宅するまで過ごす場です。
対　象　保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学生
※平成27年度から対象学年を変更します。対象学年
は表のとおり。
※身体障害者手帳・療育手帳・精神手帳を持っている
場合は、全クラブ小学６年生までが対象。
●３月26日～31日の入会
受付期間　１月16日（金）～２月13日（金）
受付場所　子育て支援課、各支所地域振興課
●４月１日以降の入会
受付期間　１月30日（金）まで
受付場所　子育て支援課、各支所地域振興課、入所
中の保育所･こども園
※継続の申し込みは、子育て支援課、各支所地域振
興課、在籍している児童クラブで受け付けます。
※定員を超えた場合は、待機となります。
用意する物　申請書と就労状況証明書（いずれも受付
場所に用意）など
問い合わせ先　子育て支援課（☎0848・67・6045）

クラブ ところ 定　員 対　象
円一 南小学校内 各60人 １〜４年生円一第２
明神 明神会館内 70人

１〜３年生

明神第２ 25人
駅前 市民福祉会館内

各40人三原 三原小学校内
西宮 西幼稚園内
西宮第２ 旧西宮集会所内 30人
中之町 中之町小学校内 60人
沼田東 沼田東小学校内 48人
沼田東第２ 40人
糸崎 旧糸崎幼稚園内 30人 １〜６年生
沼田西 沼田西小学校内 18人 １〜３年生
小坂 沼北小学校内

各20人

１〜４年生
深 深小学校内

１〜３年生小泉 小泉小学校内
須波 須波小学校内
沼田 沼田小学校内 １〜６年生
本郷 本郷小学校内 55人 １〜３年生南方 南方小学校内 各20人船木 船木小学校内 １〜６年生
久井 久井中学校内 40人 １〜４年生大和 大和小学校内 45人

ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
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消費生活の心得　児童館へおいでよ！

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

～知
っ得情報～

消費生活
の心得11

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは、６日（火）10時からです。
※開館時間は10時～17時30分です。月曜日、１日（木）～３日（土）は休館日です。

リトミックランド
と　き　15日（木）・16日（金）①10

時30分～11時②11時15
分～11時45分

内　容　リトミック（音楽遊び）
対　象　①０歳児②15日：１歳児、

16日：２～５歳児と保護者
定　員　各15組　参加費　無料

茶の心～和親庵～
と　き　17日（土）①10時15分～

②11時15分～
ところ　サン・シープラザ４階
内　容　お茶のお点前
対　象　３歳児以上（未就学児は保

護者同伴）
定　員　各10人　参加費　250円

親子ストレッチ
と　き　21日（水）①10時～10時

45分②11時～11時45分
対　象　①０歳児②１～５歳児と

保護者
定　員　各30組　
参加費　無料

すくすく子育て講座
と　き　22日（木）10時30分～12

時
演　題　おんぶひも育

児の大切さ
定　員　30人
参加費　100円
用意する物　おんぶひも
※託児あり（要予約）。

わいわいひろば
と　き　①23日（金）②27日（火）

10時30分～11時30分
内　容　豆まき
対　象　①０～１歳児

②２歳児以上
と保護者

定　員　各20組　
参加費　100円

赤ちゃん集まれ！
と　き　29日（木）10時30分～12

時
内　容　助産師によるベビーヨガ
対　象　２～10カ月児と保護者
定　員　10組　参加費　500円
用意する物　バスタオル

いいもの持って
来ましたよ

いらない
のに…

　

あ
る
日
、
男
性
営
業
員
が
訪
問
し
て
き
て
、
名
前

も
名
乗
ら
ず
に｢
寒
い
で
す
ね｣

な
ど
と
話
を
し
な
が

ら
家
に
上
が
っ
て
き
た
。
不
安
に
思
っ
て
い
る
と
、別

の
営
業
員
も
勝
手
に
上
が
っ
て
き
て
、｢

い
い
も
の
を

持
っ
て
き
ま
し
た｣

と
、
敷
き
マ
ッ
ト
の
勧
誘
を
始
め

た
。｢

年
金
暮
ら
し
で
金
銭
的
に
余
裕
が
な
い
か
ら
買

え
な
い｣

と
伝
え
た
が
、
聞
い
て
く
れ
な
い
。
何
度
断

わ
っ
て
も
引
き
下
が
り
そ
う
に
な
く
、
お
金
を
払
う

こ
と
で
済
む
な
ら
い
い
か
と
諦
め
の
気
持
ち
に
な
り
、

商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
返
品
し
た
い
。

（
70
歳
代・女
性
）

　

い
き
な
り
訪
問
し
、
事
業
所
名
や
訪
問
の
理
由
を

言
わ
ず
に
商
品
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
、
い
ら
な
い
と

言
っ
て
い
る
消
費
者
に
し
つ
こ
く
勧
誘
を
繰
り
返
す

こ
と
は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
違
反
で
す
。

　
訪
問
販
売
で
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
解
除
が
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
回
の
よ
う
に
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
無
期
限
で
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
が
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
な
ど
、
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

み
の
が
す
な
　
い
つ
も
近
く
に
　
あ
る
差
別
　

（
小
学
４
年
生
の
作
品
）

《
相
談
内
容
》

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

消費生活の困り事はこちらへ
消費生活センター ☎0848・67・6410

　相談員が、解決策を一緒に考えます。
と 　き　１日・２日・12日を除く月～金
曜日９時～12時、13時～16時
ところ　市役所本庁５階
【巡回相談】
と　き　９日（金）・16日（金）・23日（金）
14時～16時
ところ　本郷･久井･大和支所
申し込み　相談日の前日までに、消費
生活センターまたは商工振興課（☎
0848・67・6072）へ

訪
問
販
売
の
勧
誘
が
し
つ
こ
く
て
、

商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
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くらしの無料相談窓口

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

弁護士法律相談

16日（金）※要予約。受け付
けは５日（月）８時30分から。 13時〜16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6179）
14日（水）・28日（水）
※いずれも要予約。利用には
収入などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
内（尾道市新浜一丁目）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談 １日・２日・５日・12日を除く
月〜金曜日 12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）

法的トラブルの解決法・
窓口の案内

１日・２日・12日を除く月〜
金曜日 ９時〜16時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

消費生活相談 １日・２日・12日を除く月〜
金曜日 ９時〜12時､ 13時〜16時 市役所本庁５階　

※電話相談も可。 消費生活センター
（☎0848・67・6410）

消費生活巡回相談 ９日（金）・16日（金）・23日（金）
※いずれも要予約。 14時〜16時 本郷・久井・大和支所

若年者向け就職相談 12日を除く月曜日
※要予約。 12時〜17時 サン・シープラザ３階 生涯学習課

（☎0848・64・2137）
学校生活・勉強などの
悩み相談

１日・２日・12日を除く月〜
土曜日

９時〜17時45分（土曜日
は８時30分〜17時15分）

リージョンプラザ
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・体罰
などの相談

１日・２日・12日を除く月〜
金曜日 ８時30分〜17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は､ 留守番電話で対応。
児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  子育て支援課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談
１日・２日・12日を除く月〜
金曜日
※28日（水）は要予約。 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階

家庭児童相談室
（☎0848・61・0121）

女性相談 １日・２日・12日を除く月〜
金曜日

女性相談室
（☎0848・61・0122）

認知症相談 １日を除く火･木曜日 13時〜16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター 
　　　　 （☎082・553・5353）

成年後見専門相談 ８日（木）※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター

（☎0848・63・3319
　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談

21日（水）※要予約。 14時〜16時 本郷福祉センター
７日（水）※要予約。

10時〜12時
久井保健福祉センター

９日（金）※要予約。 大和保健福祉センター

心配ごと相談

２日・30日を除く火・金曜日
13時〜16時

サン・シープラザ３階
社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

水曜日 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
７日（水）・21日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

16日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
９日（金）・23日（金） 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

人権相談

２日を除く火・水・金曜日､８
日（木）

10時〜16時
（８日は13時から）　 サン・シープラザ 人権推進課

（☎0848・67・6044）
１日・12日を除く月・木曜日 10時〜16時　 市役所本庁４階
１日・２日・12日を除く月〜
金曜日 ８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）

女性の人権相談
１日・２日・12日を除く月〜
金曜日

８時30分〜17時15分
 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（　 0120・007・110）
交通事故・民事・家事相談 ９時〜17時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）
暴力団関係相談 ８時30分〜17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

登記相談 21日（水） 13時〜16時 市役所本庁１階　登記
証明コーナー

広島法務局尾道支局
（☎0848・23・2882）

不動産相談 ８日（木）・22日（木） 10時〜15時

サン・シープラザ３階 社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

療育・教育相談 ５日（月）・26日（月）
13時〜16時戦没者遺族相談 15日（木）

行政相談 19日（月）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。
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▶ 

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
手
作
り
の
版
画
で
。思
い
の
込
も
っ
た
作
品

が
で
き
ま
し
た（
12
/
７　
フ
ァ
ミ
リ
ー
版
画
教
室
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
状
を
作
ろ
う　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▲ 緊張気味の子どもたち、お茶を一服で表情も和みます。抹茶の
味はいかかでしたか（11/29･30　三原市文化協会華展･お茶席　
中央公民館）

▲ 老人クラブ連合会10周年記念大会の後に開催された恒例の芸
能大会。どじょうすくいを披露する本郷地区老人クラブ連合会の
皆さん（11/30　若返り芸能大会　芸術文化センター ポポロ）

▲ リンゴの台風被害の支援をきっかけに始まった交流は、今年で20年目。
子どもたちは｢いい匂いがする、早く食べたい｣と喜んでいました（12/4　
青森県津軽みらい農業協同組合からリンゴの贈呈　円一保育所）

▲ わらをねじり合わせる作業に苦戦。お正月に備え、地域の人にし
め縄作りを教わりました（12/12　しめ縄作り　船木小学校）

▲ 寺院や古民家を巡り、芸術作品を鑑賞。宗光寺では、三原
特別支援学校の生徒が描いた絵などが展示されました
（12/5～ 7　アート展MAT’14　山脇邸など）



　
こ
れ
か
ら
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
、人

生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
、
多
く
の
人
が
試
験
に
挑
戦
し

ま
す
。
周
り
に
い
る
人
た
ち
も
、何

と
か
し
て
手
助
け
し
た
い
気
持
ち
に

な
る
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な

合
格
祈
願
お
守
り
を
作
り
、
配
布

し
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
沼
田

西
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
水
辺
環

境
み
な
お
し
隊
。
住
民
と
市
が
協

働
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む「
み
は

ら
し
環
境
会
議
」の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
お
守
り
の
素
材
は
、枯
れ
て
も
落

ち
な
い
の
が
特
徴
の
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
の

葉
。〝
冬
に
落
ち
な
い
〞こ
と
と
冬
場

の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
結
び
付

け
、縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
12
月
中
旬
に
地
域
の
山
に

入
り
、葉
を
採
集
し
て
い
ま
す
。
縁

起
を
担
ぎ
、
取
る
の
は
必
ず
枝
に

残
っ
て
い
る
葉
。
３
０
０
枚
の
葉
を

カ
ー
ド
に
す
る
作
業
は
、地
元
の
子

ど
も
た
ち
も
手
伝
い
ま
す
。

　

｢

大
人
は
自
分
の
子
や
孫
を
、
子

ど
も
た
ち
は
兄
姉
や
先
輩
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、〝
頑
張
っ
て
〞の
思

い
を
込
め
て
作
っ
て
い
る｣

と
代
表
の

福
田
照
登
さ
ん
。配
布
す
る
市
役
所

に
届
け
る
前
に
は
、
幸
崎
神
社
で
祈

願
し
て
も
ら
う
念
の
入
れ
よ
う
で
す
。

　
５
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
こ
の
活

動
。
今
年
も
温
か
い
エ
ー
ル
と
と
も

に
、
受
験
生
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

配
布
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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投
稿
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー

※投稿写真は返却しません。
※広報誌で紹介できなかった写真は、市
ホームページへ掲載することもあります。
申し込み　郵送またはＥメールで、写真
データか写真（Ｌ判サイズ）と、①撮影

投稿写真を募集 　　  テーマ   ～みはらの四季、みはら再発見、みはらの新たな観光スポット～
応募期限　５日（月）（必着）
応募資格　市内に在住か在勤・在学の人
募集枚数　１人１枚
選　　考　秘書広報課で選考
※投稿写真の著作権は市に帰属します。

★★★★★★★★

キキキキラララララララララララララララララララララララララララキラキキキラキラキラキキキラキキラキ

リリリ★リ★リ★リ★リリリリリリリリリリリリ★リ★リ★リ★リラリラララリラリラリラララリララリラララリラリラリラララリララリラ 発発発発発発発発発★発★発★発★発発発発発発★発★発★発★発発発★発★発★発★発発発発発発★発★発★発★発発発★発★発★発★発発発発発発発発発発見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見発見発発発見発見発見発発発見発発見発 ！！！！

八坂町の秋
池野法文さん 平成26年11月 
八坂町

石
垣
の
あ
る
街

山
田
清
子
さ
ん 

平
成
26
年
９
月

城
町
公
園（
城
町
一
丁
目
）

秋
の
始
ま
り

水
野 
真
由
美
さ
ん 

平
成
26
年
11
月 

賀
羅
加
波
神
社（
中
之
町
五
丁
目
）

者名②住所・電話番号③撮影日④撮
影場所⑤作品名を秘書広報課（〒723-
　8601港町三丁目５番１号☎0848・67・
　6007 hishokoho@city.mihara.
hiroshima.jp）へ

陽光
井岡正治さん 平成26年11月 
円一町二丁目

撮
影
者 

撮
影
日 

撮
影
場
所

市民の広場

水辺環境みなおし隊
横田淑子さん、福田照登さん、新林金次さん

　さまざまな分野でがん
ばる、キラリと光る人や活
動を紹介します。

落
ち
な
い
葉
っ
ぱ
で
受
験
生
を
応
援

▲ 枝にしっかり付いた“落
ちない葉”を選びます

22
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は
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
秘
書
広
報
課
へ
。

平
成
27（
2
0
1
5
）年
1
月
号

第
１
１
８
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
秘
書
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

秘
書
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

　　　　　　航空機の騒音測定結果（11月分）　　　（Lden）

三原市の人口（11月30日現在）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。

世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
　
平
家
谷
に
つ
い
て
知
っ
て

お
る
か
の
う
。
中
之
町
上
公

民
館
か
ら
東
に
登
っ
た
と
こ
ろ
、
中

之
町
八
丁
目
の
後
山
と
い
う
地
区

に
平
家
の
人
々
が
切
り
開
い
た
と

い
わ
れ
る
集
落
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。

　
　
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
家
の
人
々
っ
て
ど
う

い
う
人
た
ち
で
す
か
？

　
　
平
安
時
代
に
起
こ
っ
た
源げ

ん

平ぺ
い

合
戦
で
、

源
み
な
も
と
の

頼よ
り
と
も朝
が

率
い
る
源
氏
と
平
た
い
ら
の

清き
よ
も
り盛
が
率
い
る

平
家
が
戦
っ
た
ん
じ
ゃ
。
そ
の
と

き
に
平
家
の
味
方
を
し
て
い
た
人
々

の
こ
と
じ
ゃ
よ
。

　
　
合
戦
の
後
、
後
山
に
移
り

住
ん
だ
の
で
す
か
？

　
　

そ
う
じ
ゃ
。
今
か
ら
約
８

２
０
年
前
の
西
暦
１
１
９
１

年
に
来
た
と
伝
わ
っ
て
お
る
。
明

治
の
終
わ
り
頃
に
は
家
が
23
軒
あ
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
お
る
が
、
多
く

が
引
っ
越
し
て
い
き
、
平
成
７
年

に
は
13
軒
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

　
　
今
も
人
が
住
ん
で
い
る
の

で
す
か
？

　
　
残
念
な
こ
と
に
、
今
は
誰

も
住
ん
で
い
な
い
ん
じ
ゃ
よ
。

人
が
生
活
し
な
く
な
る
と
、
土
地

や
建
物
が
荒
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
。

じ
ゃ
が
な
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

人
の
家
族
が
今
で
も
、
月
に
１
回

集
ま
っ
て
田
畑
や
神
社
を
守
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
歴
史
の
あ
る
集
落
だ
か
ら
、

大
切
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
こ
の
谷
に
は
、
神
社
も
あ
る

ん
で
す
ね
。

　
　

そ
う
な
ん
じ
ゃ
、
平
家
八

幡
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
る

ん
じ
ゃ
。
平
家
の
一
族
を
ま
つ
っ

て
い
る
の
じ
ゃ
よ
。
鳥
居
は
、
平

家
と
関
係
が
あ
る
宮
島
の
厳
島
神

社
の
大
鳥
居
と
同
じ
よ
う
に
、
４

本
の
柱
で
支
え
ら
れ
て
お
る
ん
じ
ゃ
。

　
　

そ
ん
な
鳥
居
が
三
原
に
あ

る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
家
の
言
い
伝
え
の
残
る
集

落
を
、
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

クイズの答え:①
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あ・と・が・き

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

親
子
で学

ぶ みはら玉手
箱

親
子
で学

ぶ みはら玉手
箱

親
子
で学

ぶ みはら玉手
箱

市民学芸員
シリーズ
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　次のうち、平家谷について当ては
まることはどれでしょうか。
① 平家の人々が切り開いた集落だと
いわれている

② 平家八幡神社の鳥居は3本の柱で
支えられている

③現在も家が23軒ある

？？市民学芸員クイズ？？

▲ 中之町八丁目の奥深い場所にある平家
谷。平家の人々は、糸崎から山を越えてき
たと伝わる

　　：ヒントは、本文の中にあります。

●
登

場キ
ャラクター

●
登

場

タコ博士
年齢：88歳
性別：男性
三原のことを何でも
知っているご隠居

フデカゲくん
年齢：14歳
性別：男性
古墳や城跡などに興味が
ある中学２年生

43,979
98,832
47,236
51,596

（+156）
（－746）
（－333）
（－413）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
春
特
集
で
は
、
年

男・
年
女
の
皆
さ
ん
に
今
年
の
抱
負

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼

取
材
し
た
年
男
さ
ん
は
、
２
年
後
に

過
酷
な
バ
イ
ク
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
た

い
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
▼
実

は
私
も
人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
と

う
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
未ひ
つ
じ男
。
論
語

の
中
に
、四
十
に
し
て
惑
わ
ず
。五
十

に
し
て
天
命
を
知
る
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
迷
え
る
子
羊
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

（
A
）

問問い合わせ先

●
平
家
の
人
々
が
移
り
住
ん
だ
●　

後う
し
ろ

山や
ま  

平
家
谷

○市県民税（第４期）
○国民健康保険税（第７期）
○介護保険料（第７期）
○後期高齢者医療保険料（第７期）
納期限　２月２日（月）
夜 間収納窓口（19時まで） 
　 ８日（木）・15日（木）・22日
　（木）・29日（木）

▲ 土地が荒れないように、現在も作物
を育てている棚田

▲ 現在の鳥居は、昨年取り替えら
れたもの

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝50.5▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.5

税などの納期（普通徴収）
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